
漢
代
の
鱒
贈
に
つ
い
て

佐

自イ

富

【
要
約
】
　
死
者
を
出
し
た
家
を
物
質
的
に
扶
助
す
る
慣
習
は
、
中
国
で
は
古
い
起
原
を
も
ち
、
詩
経
、
礼
肥
、
左
伝
な
ど
の
古
典
に
見
え
て
い
る
。
こ
の

醇
風
美
俗
は
、
普
通
、
里
馬
と
い
わ
れ
、
春
秋
時
代
か
ら
君
主
の
権
力
が
強
く
な
り
、
漢
書
に
古
代
帝
国
に
発
展
す
る
と
、
そ
の
制
度
に
も
取
り
入
れ
ら

れ
て
、
君
主
の
臣
下
に
対
す
る
恩
恵
を
示
す
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
漢
代
に
は
官
僚
に
対
す
る
購
贈
に
は
莫
大
な
も
の
が
あ
り
、
官
僚
が
死
亡
す
る

と
、
そ
の
家
族
は
一
財
産
を
作
る
者
さ
え
も
あ
っ
た
。
か
か
る
莫
大
な
盤
錯
の
流
行
は
、
国
教
と
な
っ
た
儒
教
の
厚
葬
説
に
支
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
一
方
で
は
豪
族
が
段
々
拾
頭
し
て
官
僚
に
な
る
の
で
、
彼
等
を
懐
柔
し
よ
う
と
す
る
霜
主
の
意
図
と
も
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
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巻
五
号
　
【
九
七
九
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九
月
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明代の贈贈について（佐伯）

死
老
を
出
し
た
喪
家
を
物
質
的
に
扶
助
す
る
慣
習
が
、
中
国
で
は
古
い
起
原
を
も
つ
こ
と
は
『
詩
経
』
　
「
国
風
・
谷
風
」
の
条
に

凡
民
有
喪
。
翻
翻
救
之
。

凡
そ
民
に
喪
あ
れ
ぼ
、
禰
飼
し
て
之
を
救
う
。

と
あ
り
、
ま
た
『
礼
記
』
　
『
左
伝
』
な
ど
の
古
典
に
も
見
え
て
い
る
。
　
『
礼
記
』
上
「
檀
弓
」
上
第
三
に
は
次
の
よ
う
な
話
を
載
せ
て
い
る
。

子
柳
之
早
死
。
子
碩
請
具
。
子
柳
日
。
何
以
哉
。
主
脚
田
。
請
粥
庶
弟
之
母
。
子
柳
日
。
如
雪
融
。
其
粥
人
之
母
。
以
葬
其
母
也
。
不
可
。
脳
中
。
子
碩

欲
以
購
布
余
。
具
祭
器
。
子
柳
日
。
不
可
。
吾
聞
之
也
。
君
子
不
家
於
喪
。
講
班
諸
兄
弟
之
貧
者
。

魯
の
子
柳
（
魯
の
公
勾
玉
仲
皮
の
子
）
の
母
死
す
。
弟
の
子
細
葬
具
を
請
う
。
子
柳
曰
く
、
何
を
以
て
之
を
求
め
ん
や
と
。
子
笹
蟹
く
、
請
う
ら
く
は
庶
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弟
の
母
を
売
り
て
之
を
求
め
ん
と
。
子
柳
曰
く
、
如
何
ん
ぞ
人
の
母
を
売
り
て
、
其
の
母
を
葬
ら
ん
や
、
不
可
な
り
と
。
既
に
葬
る
。
子
碩
画
布
の
余

　
　
　
（
香
貧
の
残
り
）
を
以
て
祭
器
を
購
い
具
え
ん
と
欲
す
。
子
柳
曰
く
、
不
可
な
り
。
吾
之
を
聞
け
り
。
君
子
は
喪
に
よ
り
て
得
る
所
の
財
物
を
家
に
私
せ

　
　
ず
と
。
請
う
ら
く
は
其
の
残
り
を
諸
兄
弟
の
貧
し
き
者
に
分
ち
与
え
ん
と
。

こ
の
よ
う
に
喪
家
を
援
助
す
る
慣
習
は
、
中
国
で
は
古
い
起
源
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
形
を
変
え
て
現
在
も
な
お
生
き
て
い
る
の
は
、

そ
れ
が
人
間
本
来
の
純
粋
な
醇
情
に
由
来
す
る
行
為
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
柏
互
扶
助
の
醇
風
良
俗
が
社
会
生
活
の
潤
滑
油
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
が
ま
た
政
略
と
し
て
政
治
に
利
用
さ
れ
易
い
点
で
も
あ
っ
た
。
　
『
漢
書
』

巻
四
三
朱
建
伝
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
朱
門
楚
人
也
。
故
嘗
為
所
爾
王
藩
論
相
。
有
罪
去
。
後
輪
事
布
。
布
欲
張
時
問
建
。
建
諌
止
之
。
布
不
聴
。
聴
梁
父
侯
。
遂
反
。
漢
既
謙
布
。
聞
建
諌
之
。

　
　
高
祖
濠
州
号
平
原
震
。
家
徒
長
安
。
為
人
弁
有
口
。
劇
廉
剛
薩
。
行
不
筍
合
。
義
不
取
容
。
辟
陽
画
行
不
正
。
翼
翼
呂
太
后
。
欲
知
建
。
建
不
肯
見
。
及

　
　
建
母
死
。
貧
未
有
以
発
喪
。
方
仮
忌
服
具
。
陸
質
素
与
建
学
。
乃
見
僻
陽
侯
。
賀
日
。
平
尊
君
母
死
。
辟
陽
侯
日
。
平
原
君
母
死
。
何
乃
賀
我
。
陸
生
日
。

　
　
前
日
君
侯
欲
知
平
原
曲
。
平
原
霜
義
不
知
霜
。
以
其
母
故
。
今
其
母
死
。
慰
蔵
書
送
喪
。
則
彼
為
君
死
　
。
辟
登
載
廼
奉
白
金
税
。
列
侯
貴
人
以
下
陽
侯

　
　
故
往
鱒
凡
五
百
金
。

　
　
　
朱
漆
は
愚
人
で
、
も
と
潅
南
王
鯨
布
に
仕
え
、
そ
の
謀
反
を
諌
止
し
て
き
か
れ
ず
、
無
常
は
謀
反
し
て
謙
さ
れ
た
が
、
漢
の
高
祖
は
朱
漆
が
鯨
布
の
謀

　
　
反
を
諌
止
し
た
こ
と
を
聞
き
、
平
原
慰
の
号
を
与
え
た
。
柴
建
は
弁
舌
に
長
じ
、
廉
剛
直
行
に
し
て
蓋
し
く
も
義
に
合
わ
な
け
れ
ば
迎
合
し
な
い
性
格
で

　
　
あ
っ
た
。
辟
陽
侯
（
玉
食
其
）
は
不
正
を
行
な
っ
て
呂
太
后
の
気
に
入
り
、
朱
建
に
近
づ
こ
う
と
し
た
が
、
朱
書
は
会
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、

　
　
建
の
母
が
孤
虫
し
た
が
、
貧
乏
で
喪
を
発
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
喪
服
の
具
を
借
ろ
う
と
し
た
。
陸
質
は
同
郷
の
友
人
で
、
建
と
は
仲
が
よ
か
っ
た
。
そ

　
　
こ
で
馬
面
侯
に
冠
辞
を
述
べ
て
い
う
に
「
平
原
慰
の
母
が
死
亡
し
た
」
と
。
醇
陽
看
が
「
ど
う
し
て
賀
辞
を
述
べ
る
の
で
あ
る
か
」
と
問
う
と
、
陸
賢
は

　
　
　
「
先
に
貴
方
は
平
原
君
と
知
己
に
な
り
、
災
厄
あ
る
時
に
は
救
淋
し
よ
う
と
さ
れ
た
が
、
平
原
君
は
そ
れ
を
欲
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
母
が
生
き
て
い
た

　
　
か
ら
で
あ
る
。
今
は
そ
の
母
が
死
去
し
た
の
で
、
厚
く
鱒
贈
を
送
れ
ば
、
彼
は
貴
方
の
た
め
に
死
を
惜
し
ま
ぬ
で
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
。
そ
こ
で
辟
陽
侯

　
　
は
直
ち
に
百
金
を
贈
っ
て
死
者
の
衣
服
の
費
と
し
た
。
列
侯
貴
人
も
辟
陽
侯
の
た
め
に
五
百
金
と
い
う
巨
額
の
鱒
贈
を
贈
っ
た
と
い
う
。
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漢代の腿贈について（依伯）

　
辟
陽
俣
は
多
額
の
鱒
贈
を
贈
る
こ
と
に
よ
っ
て
富
士
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
『
白
虎
通
』
　
「
徳
論
・
崩
麗
」
に
は

　
　
臣
死
。
亦
告
於
君
何
。
此
君
哀
痛
於
臣
子
也
。
欲
聞
之
加
瞬
贈
之
礼
。

　
　
臣
死
す
れ
ば
亦
た
齎
に
告
ぐ
る
は
何
ぞ
や
。
こ
れ
霜
、
臣
子
を
哀
痛
す
る
な
り
。
こ
れ
を
聞
い
て
鱒
贈
の
礼
を
加
え
ん
と
欲
す
る
な
り
。

と
見
え
、
阻
下
が
死
亡
し
た
時
、
こ
れ
を
君
主
に
告
げ
る
の
は
、
君
主
が
臣
下
の
死
去
を
哀
痛
し
、
こ
れ
に
購
贈
の
礼
を
加
え
よ
う
と
欲
す
る

か
ら
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
の
も
同
断
で
あ
ろ
う
。
ま
た
後
漢
の
蓋
勲
が
背
に
疽
が
出
て
卒
し
よ
う
と
し
た
時
、
董
卓
の
購
贈
を
受
け
な
い

よ
う
遺
言
し
た
が
、
輩
卓
は
外
面
寛
容
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
、
朝
廷
に
表
し
て
礼
の
如
く
、
東
園
秘
器
・
空
曇
を
賜
わ
る
よ
う
取
計

　
　
　
　
　
①

ら
っ
て
い
る
が
、
購
贈
を
政
略
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
漢
代
に
は
墨
黒
が
民
間
で
広
く
し
か
も
盛
行
し
た
の
み
な
ら
ず
、
一
つ
の
欄
度
と
し
て
思
妻
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
額
も
莫
大
な
額
に

上
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
慣
習
制
度
は
後
世
ま
で
も
引
継
が
れ
て
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
間
の
事
情
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
漢
代
の
購
贈
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
重
雄
・
杉
本
憲
司
両
氏

　
　
　
　
　
②

の
研
究
が
あ
り
、
資
料
の
上
で
は
参
考
す
る
所
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
私
は
ま
た
私
の
立
場
か
ら
鱒
贈
の
歴
史
的
な
意
味
に
つ
い
て
掘
り

下
げ
て
考
察
し
て
見
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
①
　
『
後
漢
書
』
巻
鼻
嵐
蓋
勲
伝
。
東
園
秘
器
に
つ
い
て
は
、
第
三
自
註
④
参
照
。
　
　
　
　
　
杉
本
憲
司
「
漢
代
の
法
購
に
つ
い
て
」
。
大
阪
府
立
大
学
社
会
科
学
論
集
団
。

　
②
　
鎌
国
重
雄
「
漢
代
購
贈
考
」
　
（
『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
所
収
）
。

二
　
購
贈
の
起
原

周
魯
の
『
類
書
纂
要
』
巻
二
〇
「
購
補
」
の
条
に

　
謂
購
贈
死
者
。
以
補
助
其
不
足
。

　
死
者
に
鱒
贈
し
、
以
て
そ
の
不
足
を
補
助
す
る
を
い
う
。
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と
あ
り
、
ま
た
糠
毘
玉
の
『
古
今
類
書
纂
要
』
巻
八
『
購
儀
」
の
条
に
は

　
　
以
財
物
資
助
喪
家
。
日
瞠
儀
一
封
。

　
　
財
物
を
も
っ
て
喪
家
を
資
助
す
る
を
鱒
儀
一
封
と
い
う
。

と
見
え
る
よ
う
に
、
財
貨
を
も
っ
て
喪
家
の
葬
儀
を
援
助
す
る
際
、
そ
の
行
為
も
し
く
は
そ
の
財
貨
が
照
と
称
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と

も
財
貨
と
い
っ
て
も
、
葬
儀
に
必
要
な
物
資
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
物
に
よ
っ
て
名
を
異
に
し
て
い
た
。
　
『
礼
記
』
上

「
文
王
世
子
」
第
八
に

　
　
至
子
贈
・
臆
・
承
・
含
。
皆
有
正
焉
。

　
　
賜
・
購
・
承
・
含
に
至
る
ま
で
み
な
正
礼
あ
り
。

と
あ
り
、
そ
の
注
に

　
　
含
胡
暗
反
。
本
作
恰
。
賜
・
購
・
恰
・
燧
。
皆
贈
喪
果
物
也
。
車
馬
闘
購
。
布
吊
堅
甲
。
珠
玉
虚
語
。
衣
服
日
燧
。
偬
謂
之
贈
。
贈
猶
予
也
。

　
　
含
は
官
需
の
反
。
も
と
暗
に
作
る
。
贈
・
購
・
冶
・
燧
は
み
な
喪
に
贈
る
の
物
な
り
。
車
馬
を
贈
と
い
い
、
布
畠
を
鱒
と
い
い
、
珠
玉
を
喀
と
い
い
、
衣

　
　
服
を
櫨
と
い
う
。
捲
じ
て
こ
れ
を
贈
と
い
う
。
贈
は
猶
お
送
の
ご
と
き
な
り
。

と
見
え
る
。
つ
ま
り
車
馬
を
贈
る
の
が
購
で
あ
り
、
布
吊
を
贈
る
の
が
購
、
珠
玉
は
喰
（
含
）
、
衣
服
は
燧
（
握
は
承
に
通
ず
）
と
称
せ
ら
れ
、
一
括

し
て
贈
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
車
馬
は
主
人
の
送
葬
を
助
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
燧
は
死
亡
者
を
覆
被
す
る
衣
類
、
珠
玉
は
死
亡
者
の

口
に
含
ま
せ
る
も
の
で
あ
る
。
珠
玉
こ
と
に
玉
は
古
来
中
国
人
の
も
っ
と
も
貴
重
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
口
中
に
含
ま
せ
る
の
は
、
死
者

を
し
て
凱
潟
の
憂
を
無
か
ら
し
め
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
漢
の
武
帝
が
建
章
宮
の
南
に
玉
堂
壁
門
を
造
り
、
銅
仙
人
を
作
り
て
承
露
盤
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

き
、
雲
表
の
露
を
承
け
玉
屑
を
和
し
て
こ
れ
を
飲
み
、
長
生
不
死
の
霊
薬
と
し
た
の
も
同
じ
考
え
で
あ
ろ
う
。
中
国
古
代
に
お
い
て
は
、
玉
が

貴
重
視
さ
れ
た
結
果
、
玉
に
は
霊
性
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
考
え
方
は
中
世
に
も
引
継
が
れ
、
長
生
き
す
る
た
め
に
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
粉
に
し
て
飲
ん
で
い
る
。
因
み
に
一
九
七
〇
年
、
江
蘇
省
徐
州
で
、
後
漢
明
帝
の
子
で
、
安
帝
の
元
初
四
年
（
西
山
二
七
年
）
に
死
ん
だ
彰
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漢代の鱒贈について（佐伯）

城
王
劉
恭
の
一
族
と
関
係
が
あ
る
ら
し
い
と
い
わ
れ
る
人
の
墓
か
ら
、
二
千
六
百
余
枚
の
玉
片
を
銀
線
で
綴
り
合
わ
せ
た
銀
縷
玉
衣
が
発
見
さ

れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
き
、
一
九
六
八
年
に
も
、
河
北
省
満
城
で
前
漢
の
中
山
靖
王
劉
勝
と
そ
の
妃
・
管
絃
の
墓
か
ら
金
縷
玉
衣
が
発
掘
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
玉
衣
は
こ
れ
ま
で
に
す
で
に
十
点
近
く
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
玉
衣
は
死
体
の
腐
敗
を
防
ぐ
霊
性
が
あ
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ

て
い
た
ら
し
輸
・
い
ず
れ
に
し
て
も
玉
は
人
間
の
死
後
も
・
な
お
肉
体
を
永
遠
に
保
存
し
・
そ
の
精
神
を
生
き
永
ら
え
さ
せ
る
霊
力
を
も
つ
も

の
と
、
古
代
入
に
は
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
喪
家
に
贈
ら
れ
る
財
貨
は
、
そ
の
物
に
よ
っ
て
よ
び
名
が
変
っ
て
い
た
が
、
そ
の
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
る
い
は
そ
の
財
貨
は
一
般
的
に
は
、
単
に
購
の
一
字
で
表
わ
す
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
輝
輝
、
購
贈
、
購
燧
、
あ
る
い
は
購
購
、
書
聖
、

　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

購
遺
、
樽
詰
な
ど
と
熟
し
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
購
給
、
購
助
、
購
送
、
購
補
、
あ
る
い
は
染
型
、
贈
槌
、
贈
助
、
嘘
泣
、
法
諺
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

語
も
あ
り
、
天
子
か
ら
賜
わ
る
場
合
に
は
煙
塵
、
購
甕
と
も
い
わ
れ
た
。
ま
た
塁
上
の
財
貨
を
購
資
、
愚
物
と
い
い
、
そ
れ
が
絹
、
布
、
銭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

金
、
穀
物
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
購
絹
、
購
布
、
購
銭
、
鱒
金
、
五
穀
と
称
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
購
贈
と
は
、
　
『
由
馬
六
帖
事
類
集
』
巻
】
九
「
購
贈
し
に

　
　
鱒
贈
死
者
以
補
助
其
不
足
也
。

　
　
死
者
に
鱒
贈
し
て
以
て
そ
の
不
足
を
補
助
す
る
な
り
。

と
あ
り
、
ま
た
『
史
記
』
巻
八
三
魯
仲
連
伝
に
は

　
　
郷
魯
之
距
。
生
則
不
得
事
養
。
死
則
不
得
鱒
健
。

　
　
郷
魯
の
臣
、
生
き
て
は
則
わ
ち
事
え
養
な
う
を
得
ず
。
死
す
れ
ば
則
わ
ち
瞬
慨
す
る
を
得
ず
。

と
あ
り
、
そ
の
正
義
に
は

　
　
衣
服
日
櫨
。
貨
財
日
鰭
。
皆
助
生
送
死
之
礼
。

　
　
衣
服
を
櫨
と
い
い
、
貨
財
を
購
と
い
う
。
み
な
生
を
助
け
死
に
送
る
の
礼
な
り
。
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と
注
し
て
い
る
よ
う
に
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
ぬ
家
に
死
者
が
あ
り
、
葬
儀
を
執
り
行
な
い
え
な
い
裏
合
に
、
物
資
を
資
心
し
て
こ
れ
を
行
わ
せ
、

併
せ
て
生
き
残
っ
た
者
が
生
計
の
道
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
援
助
す
る
の
が
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
。

　
ま
た
『
礼
記
』
上
「
文
王
世
子
」
第
八
に

　
　
敬
弔
臨
鱒
照
。
睦
友
之
道
也
。

　
　
敬
し
ん
で
喪
家
に
弔
臨
し
鱒
贈
を
贈
る
の
は
、
睦
友
の
道
な
り
。

と
あ
り
、
族
人
閥
に
喪
が
あ
る
時
、
霞
ん
で
弔
問
し
、
購
購
を
贈
る
の
は
、
族
人
間
の
和
睦
友
愛
を
は
か
る
道
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、

族
人
間
の
精
神
的
な
絆
の
強
化
を
計
ろ
う
と
い
う
意
図
も
、
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
購
贈
の
慣
習
は
、
古
代
の
氏
族
間
に
お

い
て
、
あ
る
い
は
地
域
的
協
同
体
に
お
い
て
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
意
識
の
も
と
に
、
自
然
発
生
的
に
お
の
ず
か
ら
発
生
し
発
達
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
人
間
の
死
と
い
う
も
の
は
、
も
っ
と
も
厳
粛
な
も
の
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
家
族
に
と
っ
て
は
悲
痛
で
あ
る
。
殊
に
死
毒
し
た
者
が
家
族
の
支

柱
で
あ
る
揚
合
に
は
、
残
さ
れ
た
家
族
は
生
活
で
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
か
か
る
時
、
心
温
ま
る
弔
慰
と
手
厚
い
繕
事
は
、
残
さ

れ
た
家
族
に
は
大
き
な
慰
安
と
な
り
激
励
の
力
と
な
る
。
ま
た
祖
先
崇
拝
の
観
念
の
強
い
中
国
人
は
死
者
を
厚
く
葬
っ
て
そ
の
冥
福
を
祈
り
た

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
ま
た
子
孫
の
繁
栄
と
幸
福
と
を
も
た
ら
す
も
の
と
観
念
し
た
に
相
違
な
い
。
こ
こ
か
ら
購
贈
の
慣
習
は
次
第
に
盛
行
し
、

現
在
ま
で
も
そ
の
慣
習
は
受
け
つ
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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①
　
足
立
調
督
六
「
含
槌
考
」
。
考
古
学
雑
勲
帥
二
一
六
。

②
　
宮
陶
市
定
「
申
国
に
於
け
る
奢
移
の
変
遷
」
　
（
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
一
、
所

　
収
）
。

③
　
日
中
國
交
正
常
化
記
念
「
中
華
人
民
共
和
圏
出
土
文
物
畏
」
目
録
（
｝
九
七
三

　
年
）
。

④
　
鱒
贈
　
　
『
白
虎
通
瞼
　
「
徳
論
・
崩
箆
」
。

⑤

員冒｝　負冒　　二二　　jl冒　　聴婁　　贈掌

ネ塗　　遺　貝曽　∫饗茎　燧　　貝曽

『
後
漢
書
駈
巻
五
六
曲
難
曲
戊
侠
【
。

『
史
記
』
巻
八
三
避
難
連
伝
。

『
後
漢
轡
』
巻
五
四
馬
屡
伝
。

同
属
巻
八
二
崔
暖
翠
。

門
同
譲
巻
六
一
羊
紬
親
伝
。

『
皿
口
書
』
巻
六
五
王
導
伝
。



漢代の賂贈について（佐伯）

⑥⑦

孝贈贈贈賂購購購
贈助櫨購補送助給 　

『
唐
霧
医
聖
一
六
五
鄭
余
慶
低
。

　
『
後
漢
書
』
巻
五
七
王
丹
伝
。

　
同
前
。

　
同
書
巻
五
三
竃
融
伝
。

　
『
大
戴
礼
』
巻
一
二
朝
事
。

　
『
新
編
事
文
無
機
雷
割
青
銭
』
巻
八
別
集
喪
礼
門
。

　
『
県
会
要
』
礼
巻
照
四
高
日
建
炎
三
年
二
月
十
六
日
。
徳
音
。

　
『
後
漢
書
』
巻
六
二
燃
韻
脚
楡
俵
。

　
『
宋
会
要
』
礼
巻
四
四
、
熈
寧
元
年
五
月
ご
日
当
。

詔
致
仕
大
将
軍
已
上
身
亡
。
支
賜
孝
贈
。
将
軍
更
不
支
賜
。

三
賂
贈
の
盛
行

⑧⑨⑩

解懸欝鱒欝照鱒法鱒鱒
銭布絹物資萱賜鱒穀金

沈
徳
符
『
万
暦
野
詩
編
隠
補
遺
馬
下
「
閣
薫
習
子
賜
購
」
。

『
後
漢
書
』
巻
一
一
一
温
単
管
。

『
漢
書
』
巻
七
七
何
並
伝
。

『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
五
九
、
元
豊
八
年
八
月
癸
未
条
。

『
宋
史
』
巻
四
八
八
交
霊
億
。

『
清
鳥
類
妙
』
四
九
「
劉
壮
粛
殺
陳
総
兵
」
。

『
学
会
要
』
礼
巻
四
四
、
晶
出
六
年
十
一
月
三
日
の
条
。

『
後
溝
爺
自
』
巻
六
一
杜
詩
隔
広
。

『
礼
記
』
上
「
櫨
弓
」
上
第
三
。

『
後
漢
書
』
巻
七
二
楚
王
謬
伝
。

　
購
贈
の
慣
習
は
恐
ら
く
氏
族
が
そ
の
団
結
を
計
り
、
氏
族
保
存
の
必
要
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
後
に
は

一
方
で
は
｝
般
社
会
の
慣
習
と
し
て
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
君
主
権
の
強
大
化
と
と
も
に
、
政
治
的
に
も
利
用
さ
れ
、
政
治
酸
度
の

中
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
春
秋
時
代
、
藪
沢
地
の
開
発
や
常
備
軍
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
君
主
権
が
次
第
に
強
く
な
り
、
戦

国
・
秦
を
経
て
飯
代
に
入
り
、
武
帝
に
至
っ
て
そ
の
絶
頂
に
達
し
た
。
夢
合
は
儒
教
を
採
用
し
て
思
想
の
統
一
を
計
っ
た
が
、
儒
教
思
想
が
政

治
に
深
く
食
い
こ
み
、
そ
れ
が
政
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
後
漢
の
経
術
主
義
の
盛
行
は
そ
の
結
果
と
思
わ
れ

る
。
法
購
と
い
う
語
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
購
贈
は
漢
翻
す
で
に
朝
廷
の
礼
制
と
し
て
確
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
豪
族
の
拾
頭
と
そ
れ
に

対
応
す
る
朝
廷
の
豪
族
懐
柔
策
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
岡
時
に
、
儒
教
思
想
の
流
行
に
伴
な
う
厚
葬
説
と
は
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
豪
族
が
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

々
発
展
し
て
土
地
を
兼
併
し
、
財
貨
を
蓄
え
て
貴
族
化
し
て
来
る
と
生
活
が
奢
修
に
な
る
。
著
修
が
流
行
す
る
と
厚
葬
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
こ

か
ら
朝
廷
の
購
贈
も
お
の
ず
か
ら
、
高
額
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
後
漢
書
』
巻
五
四
馬
摩
伝
に
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〔
馬
膠
〕
卒
。
和
帝
以
摩
先
帝
之
舅
。
厚
加
贈
購
。

　
　
　
馬
磨
卒
す
。
和
帝
は
、
屡
が
先
帝
の
舅
な
る
を
以
て
、
厚
く
贈
鱒
を
加
う
。

　
と
あ
り
、
和
帝
の
舅
馬
摩
が
卒
し
た
時
、
厚
く
賜
購
を
加
え
た
と
い
う
。
ま
た
同
書
巻
六
二
奨
鳥
撃
に
は

　
　
　
　
〔
奨
〕
憔
卒
。
贈
助
甚
厚
。

　
　
　
奨
儘
卒
す
。
贈
助
甚
だ
厚
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
と
見
え
、
奨
僑
が
卒
し
た
時
、
贈
助
が
甚
だ
厚
か
っ
た
と
い
う
。
劉
般
の
妻
や
察
茂
が
卒
し
た
時
に
も
、
購
贈
が
甚
だ
厚
か
っ
た
と
見
え
て
い

る
。
手
厚
い
購
贈
の
例
は
漢
代
に
は
無
数
に
見
ら
れ
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
い
う
と
、
　
『
後
漢
書
』
巻
七
二
中
山
簡
王
伝
に
は
次
の
よ
う
に
見

え
る
。

　
　
　
永
元
二
年
。
　
〔
申
山
藩
王
焉
〕
嘉
。
自
中
興
至
和
帝
暗
。
皇
子
始
封
。
麗
者
皆
野
銭
三
千
万
。
布
三
万
匹
。
嗣
王
麗
。
睡
銭
千
万
。
布
万
匹
。
是
時
獲
太

　
　
　
庸
臨
朝
。
賓
憲
兄
弟
撹
権
。
太
盾
及
憲
等
東
海
出
也
。
故
睦
於
焉
。
蒲
重
於
礼
。
加
騰
銭
一
億
。

　
　
　
永
元
二
年
、
中
山
簡
王
糞
意
ず
。
中
興
よ
り
和
帝
の
時
に
至
る
ま
で
、
皇
子
始
め
て
封
じ
、
麗
ず
る
者
に
は
皆
騨
銭
三
千
万
、
布
三
万
匹
を
与
う
。
嗣
王

　
　
　
麗
ず
れ
ば
瞬
銭
千
万
、
布
万
匹
を
与
う
。
こ
の
時
、
籔
太
后
朝
に
臨
み
、
寳
憲
兄
弟
権
を
檀
に
す
。
太
盾
お
よ
び
憲
等
は
東
海
の
出
身
な
り
。
故
に
焉
に

　
　
　
陸
じ
く
し
て
礼
に
お
い
て
重
く
し
、
鱒
銭
一
億
を
加
う
。

　
後
漢
の
始
め
か
ら
四
代
窩
の
和
帝
の
頃
ま
で
、
皇
子
が
始
め
て
封
ぜ
ら
れ
て
卒
す
る
と
、
書
下
と
し
て
銭
函
千
万
（
三
万
貫
）
、
布
三
万
匹
を
賜

　
わ
り
、
嗣
王
が
死
す
る
と
臆
銭
千
万
、
布
一
万
匹
を
賜
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
荊
帝
の
永
元
二
年
（
西
暦
九
〇
年
）
中
山
簡
王
焉

　
が
卒
し
た
時
に
は
、
当
時
、
権
力
を
檀
に
し
て
い
た
竃
憲
兄
弟
、
餐
太
后
と
の
関
係
か
ら
、
特
別
に
鱒
銭
一
億
（
十
万
貫
）
と
い
う
莫
大
な
額
が

　
贈
ら
れ
て
い
る
。
後
漢
の
初
め
、
米
一
鱗
は
平
年
時
に
は
、
五
十
銭
、
豊
年
に
は
三
十
銭
で
あ
っ
た
。
ま
た
末
期
に
は
平
年
時
八
十
銭
、
豊
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
に
は
五
十
銭
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
永
元
二
年
は
ち
ょ
う
ど
後
漢
の
中
期
に
当
る
の
で
、
平
年
価
を
六
十
五
銭
と
す
る
と
、
一
億
銭
で
は
百
五
十

　
三
万
余
解
の
米
が
買
え
る
。
こ
れ
で
当
時
の
一
億
銭
の
貨
幣
価
値
が
ほ
ぼ
推
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
に
布
そ
の
他
の
も
の
が
支
給
さ
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漢代の贈贈について（佐伯）

れ
た
か
ら
莫
大
な
購
贈
を
受
け
た
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
以
上
の
よ
う
な
莫
大
な
購
贈
は
政
府
の
財
政
に
は
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
　
『
後
漢
書
』
巻
八
五
済
北
恵
王
寿
伝
に

　
　
　
〔
済
北
恵
王
〕
寿
立
三
十
一
年
亮
。
自
讃
初
已
後
。
論
纂
叛
乱
。
国
用
不
足
。
始
封
王
麗
。
滅
鱒
銭
為
千
万
。
布
万
匹
。
覇
王
麗
。
五
百
万
。
布
五
千
匹
。

　
　
時
唯
寿
最
尊
親
。
特
鱒
銭
三
千
万
。
布
三
万
匹
。

　
　
済
北
恵
王
寿
、
立
っ
て
三
十
一
年
に
麗
ず
。
永
初
よ
り
已
後
、
戎
独
叛
乱
し
て
国
用
足
ら
ず
。
始
封
王
麗
ず
れ
ば
、
購
銭
を
減
じ
て
千
万
と
な
す
。
布
は

　
　
万
匹
な
り
。
嗣
王
麗
ず
れ
ば
鱒
管
轄
百
万
、
布
五
千
匹
な
り
。
時
に
た
だ
寿
は
最
も
尊
親
の
地
位
に
あ
り
、
特
に
鱒
銭
買
千
万
、
布
三
万
匹
を
賜
わ
る
。

と
あ
り
、
安
帝
の
永
初
（
西
暦
一
〇
七
年
）
已
後
、
外
民
族
が
反
し
て
か
ら
、
こ
れ
を
討
伐
す
る
た
め
に
、
財
政
が
窮
乏
し
、
始
封
王
の
購
贈
を

半
減
し
て
購
銭
千
万
（
一
万
貫
）
、
忽
布
万
匹
と
し
、
胴
王
の
購
銭
を
五
百
万
、
購
布
を
五
千
匹
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
た
が
、
葱
王
寿
は
も

っ
と
も
尊
親
の
地
位
に
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
却
っ
て
鱒
銭
三
万
貫
、
貢
献
三
万
匹
と
い
う
莫
大
な
購
贈
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』

巻
五
、
永
初
四
年
十
月
甲
戌
の
条
に
、
そ
の
爽
註
に
『
東
観
記
』
を
引
い
て

　
　
新
野
灘
〔
陰
民
〕
麗
。
贈
以
玄
玉
・
赤
絨
・
鱒
銭
三
千
万
・
布
三
万
匹
。

　
　
新
野
君
〔
陰
氏
〕
麗
ず
。
贈
る
に
玄
玉
・
赤
絨
・
購
銭
三
千
万
・
布
三
万
匹
を
以
て
す
。

と
見
え
る
よ
う
に
、
始
封
王
の
購
贈
半
減
を
決
定
し
お
き
な
が
ら
、
四
年
後
の
謡
初
四
年
（
一
一
〇
年
）
、
新
野
女
陰
氏
が
卒
し
た
時
に
は
、
玄

　
　
　
④

玉
・
赤
豆
の
ほ
か
、
賂
銭
三
万
貫
、
布
三
万
匹
を
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
皇
帝
の
元
嘉
二
年
（
一
五
二
年
）
、
医
欝
盾
が
卒
し
た
時
に
は
、
喪
主
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
っ
た
帝
の
弟
平
原
王
冠
に
は
東
園
画
梓
寿
器
・
玉
厘
・
飯
含
の
具
の
ほ
か
、
購
銭
四
万
貫
、
布
四
万
匹
を
賜
わ
り
、
ま
た
東
平
憲
王
蒼
が
卒

し
た
時
に
は
、
皇
帝
の
弟
、
章
帝
の
叔
父
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
銭
を
賜
わ
る
こ
と
前
後
十
万
貫
、
布
九
万
匹
と
い
う
莫
大
な
額
の
購
贈
を
賜

　
　
　
　
⑥

わ
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
例
は
宗
室
と
い
う
特
胴
な
階
層
の
者
に
対
す
る
購
贈
の
例
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
他
の
時
代
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
額
の

悪
難
の
例
は
、
ま
だ
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
一
般
の
官
吏
も
ま
た
霊
代
に
は
相
当
な
額
の
鱒
贈
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
後
漢
書
』
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巻
六
一
羊
続
伝
に

　
　
旧
典
二
千
石
卒
官
。
購
百
万
。

　
　
旧
典
で
は
、
二
千
石
の
者
が
在
官
中
卒
す
れ
ば
、
騰
銭
百
万
を
支
給
す
、
と
あ
り
。

と
あ
り
、
　
二
千
石
の
宮
が
在
任
中
卒
す
る
と
、
購
銭
千
貫
と
い
う
規
定
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
規
定
は
す
で
に
前
漢
時
代
か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
。

『
漢
書
』
巻
八
八
儒
林
伝
、
欧
陽
生
伝
に

　
　
元
込
即
位
。
　
〔
高
孫
〕
地
余
侍
中
。
貴
幸
至
少
府
…
…
。
及
地
余
死
。
少
府
富
属
。
共
送
数
百
万
。
童
子
不
受
。
天
子
聞
而
嘉
之
。
賜
銭
百
万
。

　
　
光
帝
即
位
せ
し
時
、
高
級
地
鼠
が
侍
中
た
り
。
貴
幸
せ
ら
れ
て
少
府
に
至
る
。
地
走
死
す
る
に
及
ん
で
、
少
府
の
官
属
が
と
も
に
数
百
万
の
張
工
を
送
れ

　
　
ど
も
、
そ
の
子
こ
れ
を
受
け
ず
。
天
子
聞
い
て
こ
れ
を
嘉
し
、
銭
百
万
を
賜
え
り
。

と
あ
り
、
聖
帝
の
時
、
少
府
中
糊
地
余
が
死
去
し
た
時
、
少
府
の
官
属
が
数
千
貫
の
身
銭
を
贈
っ
た
が
、
そ
の
子
が
こ
れ
を
受
け
な
か
っ
た
の

で
、
元
帝
は
そ
の
行
為
を
嘉
し
、
千
貫
の
墨
型
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
少
府
は
中
二
千
石
の
官
で
あ
る
。
ま
た
『
漢
書
』
巻
七
七
堂
号
伝
に
は

　
　
　
〔
何
並
〕
疾
病
。
召
丞
橡
。
作
先
令
書
（
師
古
日
。
先
為
遺
令
也
）
。
日
。
二
子
恢
。
吾
生
素
餐
謬
論
。
国
難
当
得
法
認
勿
受
。
葬
為
小
檸
。
璽
容
下
棺
。

　
　
恢
如
父
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
何
並
病
質
る
。
丞
橡
を
召
し
て
先
ず
令
書
を
作
ら
し
む
。
田
く
。
子
恢
に
告
ぐ
。
吾
生
れ
て
素
餐
す
る
こ
と
礒
久
し
。
死
す
れ
ば
、
当
に
法
鱒
を
得
べ
し

　
　
と
錐
も
、
受
く
る
こ
と
勿
れ
。
葬
る
に
は
小
檸
（
榔
）
を
為
り
、
た
だ
並
塩
を
容
れ
よ
と
。
恢
父
の
言
の
如
く
す
。

と
あ
り
、
前
漢
時
代
に
は
法
鱒
と
い
う
熟
語
が
見
え
る
か
ら
、
各
官
相
当
の
購
贈
支
給
の
額
が
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
は
朝
廷
下
賜
の
購
贈
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
一
般
の
民
間
に
お
い
て
も
臆
贈
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
孔
子
が
衛
に
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
言
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

時
、
旧
館
人
の
喪
に
あ
い
、
鰺
を
と
い
て
購
贈
と
し
た
こ
と
が
『
礼
記
』
に
見
え
て
い
る
。
こ
の
習
慣
は
上
代
で
も
盛
行
し
て
い
る
。
王
充
の

『
論
衡
』
巻
一
二
「
量
知
篇
」
に

　
　
貧
人
与
富
人
。
倶
費
銭
百
。
並
贈
礼
死
哀
之
家
。

10　（668）



網代の鱒贈について（佐伯）

　
　
貧
人
と
富
人
と
、
と
も
に
銭
百
を
費
ら
し
、
並
び
に
死
哀
の
家
に
購
過
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

と
あ
り
、
直
人
と
富
人
と
が
、
と
も
に
寺
銭
百
銭
を
喪
家
に
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
巻
五
七
王
丹
伝
に
、
王
丹
は
家
に
千
金
の
蓄
え

が
あ
り
、
河
南
の
太
守
と
な
っ
て
も
、
喪
家
が
あ
れ
ば
ど
の
家
に
も
購
贈
を
し
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
河
南
の
風
俗
が
篤
く
な
っ
た
こ
と
を
述

べ
た
後
に

　
　
同
郡
陳
遵
。
関
西
之
大
侠
也
。
其
友
人
喪
親
。
漣
為
護
喪
事
。
隠
助
甚
豊
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ス

　
　
同
郡
の
陳
遵
は
関
西
の
大
侠
な
り
。
そ
の
友
人
親
を
喪
う
。
遵
た
め
に
軍
事
を
護
く
。
臆
助
甚
だ
豊
か
な
り
。

と
見
え
、
関
西
の
大
侠
陳
遵
も
、
そ
の
感
化
を
う
け
て
、
そ
の
友
人
の
母
が
死
亡
し
た
時
、
手
厚
い
鱒
贈
を
な
し
て
い
る
。
民
間
の
購
贈
も
巨

額
に
上
っ
た
ら
し
く
、
さ
き
に
指
摘
し
た
如
く
、
少
府
の
高
孫
地
張
が
残
し
た
時
、
そ
の
官
属
が
数
千
貫
の
購
銭
を
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
『
後

漢
書
』
巻
七
四
張
禺
伝
に

　
　
　
〔
張
禺
〕
父
歓
卒
。
吏
人
瞬
送
前
後
数
百
万
。
悉
無
所
受
。

　
　
張
禺
の
父
敵
卒
す
。
吏
人
贈
送
す
る
こ
と
前
後
数
百
万
あ
り
。
悉
く
黒
く
る
所
無
し
。

と
あ
り
、
父
張
歓
が
捜
し
た
時
に
も
、
課
徴
が
前
後
数
千
貫
の
購
銭
を
贈
っ
て
い
る
。
張
禺
は
こ
れ
を
辞
退
し
た
が
、
当
時
の
風
潮
を
推
察
す

る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
巨
額
の
購
贈
の
例
は
朝
廷
と
民
間
と
を
問
わ
ず
、
漢
代
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
漢
書
』
巻

九
二
游
侠
伝
、
原
渉
伝
に

　
　
　
〔
原
〕
渉
父
哀
帝
時
。
為
南
陽
太
守
。
天
下
股
富
。
大
量
二
千
暴
死
官
。
賦
猷
送
葬
。
皆
千
万
以
上
。
妻
子
通
革
鎧
之
。
以
降
産
業
。

　
　
青
墨
の
父
、
哀
帝
の
時
、
南
陽
郡
の
太
守
と
な
る
。
天
下
股
富
な
り
、
大
郡
の
二
千
石
、
官
に
死
す
れ
ば
、
賦
齢
し
て
葬
を
送
る
。
み
な
千
万
以
上
な
り
。

　
　
妻
子
通
じ
て
み
な
こ
れ
を
受
け
、
以
て
産
業
を
定
む
。

と
あ
り
、
百
代
に
は
二
千
石
の
太
守
な
ど
が
在
任
中
死
亡
す
る
と
、
そ
の
購
銭
が
一
万
貫
以
上
に
も
上
り
そ
の
残
さ
れ
た
妻
子
は
一
財
産
を
つ

く
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
う
ち
に
は
朝
廷
や
同
僚
、
属
官
、
知
人
等
の
鱒
贈
が
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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①
　
厚
葬
に
つ
い
て
は
岡
崎
文
夫
『
魏
晋
南
北
朝
通
史
陳
外
篇
第
～
章
第
二
節
「
後

　
漢
風
俗
の
認
識
」
。

　
　
『
後
漢
書
』
巻
自
明
帝
紀
承
平
十
二
年
五
月
丙
辰
。

　
　
詔
日
。
昔
曾
関
奉
親
。
蜴
歓
致
養
。
仲
尼
葬
子
。
有
棺
無
榔
。
喪
貴
致
哀
。
礼

　
　
存
寧
倹
。
蛮
習
二
三
終
之
舗
。
営
為
奢
靡
。
生
者
無
担
石
之
儲
。
爺
財
力
尽
於

　
　
墳
土
。
…
…
陵
破
積
世
之
業
。
以
供
終
朝
之
費
。
子
孫
磯
寒
。
絶
命
劇
論
。
豊

　
　
祖
考
之
上
等
。

　
王
符
『
潜
夫
論
』
巻
三
浮
移
第
十
二
、

　
　
寵
臣
尊
書
。
州
郡
世
家
。
毎
有
喪
葬
。
都
官
論
調
。
各
当
否
吏
。
齎
奉
車
馬
帷

　
　
帳
。
貸
仮
待
客
之
具
。
競
為
華
。

②
　
『
後
漢
書
』
巻
六
九
劉
般
伝
。
同
書
巻
五
六
繋
茂
伝
。

③
西
田
保
「
漢
代
の
漕
運
と
常
平
倉
の
設
置
」
（
『
池
内
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論

　
叢
』
）
。

四
　
む

す

び

④
　
玄
玉
は
黒
色
の
玉
。
赤
載
に
つ
い
て
は
資
治
通
鑑
巻
五
三
、
和
平
元
年
三
月
甲

　
午
の
条
、
胡
三
省
の
註
に
「
漢
制
。
公
主
儀
服
同
公
侯
。
紫
絨
。
長
公
主
儀
服
同

　
諸
王
。
赤
絨
四
釆
。
赤
黄
練
紺
。
長
二
丈
一
尺
。
三
暫
首
。
轟
音
弗
。
」
と
見
え

　
る
。

⑤
『
後
漢
書
』
巻
一
〇
下
。
東
園
署
と
は
棺
を
作
る
こ
と
を
主
る
役
所
で
あ
る
。

⑥
同
書
巻
七
二
　
果
平
憲
王
蒼
伝
。

⑦
　
令
書
に
つ
い
て
は
、
資
治
通
鑑
巻
八
一
、
唐
紀
、
天
祐
元
年
八
月
壬
寅
の
条
の

　
胡
三
省
の
醜
証
に

　
　
諸
侯
下
令
子
境
内
。
謂
之
令
書
。
以
異
論
天
子
所
下
熱
詔
敷
之
認
諾
。

　
と
あ
る
。

⑧
　
『
礼
記
』
上
「
檀
弓
」
上
第
三
。

　
　
孔
子
之
衛
。
遇
旧
館
人
之
喪
。
入
藺
嬰
之
哀
。
出
使
子
離
説
駿
而
鱒
之
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
漢
代
に
は
購
贈
が
民
間
で
盛
行
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
官
制
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
、
官
僚
の
う
ち
に
は
、
上
町
に

よ
っ
て
、
一
財
産
を
作
る
ほ
ど
、
そ
の
額
も
鼠
大
な
も
の
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
儒
教
の
流
行
に
伴
な
い
厚
帯
説
が
社
会
に
拡
ま
っ
た
こ
と
に
も

よ
る
が
、
一
方
君
主
権
が
春
秋
の
頃
か
ら
強
化
に
向
か
い
、
三
代
に
至
っ
て
益
々
強
大
に
な
る
。
野
営
は
君
主
の
臣
下
に
対
す
る
恩
恵
を
示
す

も
の
と
し
て
翻
度
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷
大
学
教
授
　
滋
賀
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The」碗u－ts2ng興導貝曽　in　the　Han漢　Dynasty

by

Tomi　Saeki

　　The　fu－tseng，　a　custom　that　the　material　support　is　offered　to　a

family　of　the　dead，　dated　back　to　the　ancient　times　in　China．　For

instance，　the　classics　such　as　Shih－ching　詩経，　1，i－chi　ネL言己，　and　Tsho－

chuan左伝demonstrate　the　existence　of　this　habit．．

　　二Furthermore，　the　Han　dyna’sty　institutioBhlized　th三＄　custom　of　fac－

tseng．　Tlte　imperial　power　had　been　growing　strong　since　the　Ch‘un－

ch‘iu春秋period，　and　the　Han　dynasty　developed　into　the　anicent

empire．　Against　this　background，　the　emperor　utilized　the　fu－tseng　te

show　the　emperor’s　favor　to　his　subject．　The　dynasty　gave　a　large

amount　of　money　as　the　fu－tseng　to　its　bureaucrats．　lt　is　not　too

much　to　say　that　when　one　othcer　died，　his　family　could　make　a　fortune

Of　the　fu－tseAng．

　　This　article　meant　to　i｝｝uminate　reasons　why　it　became　popu！ar　to

offer　such　a　vast　sum　of　money　for　the　fu－tse“ng　in　the　Han　dynasty．

First　of　all，　it　can　be　said　that　the　confucianism，　the　national　re1igion，

brought　about　this　popularity　since　it　taught　the　importance　of　laying

heartily　a　person　to　rest．　Secondly，　we　can　assume　that　the　intention

bf　the　ruler　may　be　in　relation　with　that　popu！arity．　That　is，　it　is

supposed　tlaat　the　emperor　intended　to　conciliate　great　families　who

rose　gradually　to　be　bureaucrats，　by　using　the．custom　of　the　fu－tseng．

The　ln2en院宣and　the　R吻’i論旨of　a　Different　Form：

　　About　the“Onbugyo－sorotofeoronari　’「御奉行所候也」
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